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内容の要旨および審査の結果の要旨
口腔内歯石より分離されたPropionibacteriumacnes（Racnes）KT-28株菌体の抗腫瘍活性をICR
系マウスに移植したエールリッヒ腹水癌細胞、サールコーマ180細胞、およびBALB／c系マウスに移植し
たメスＡ細胞の固型癌を用いて検討した。この際、抗腫瘍活性は各標品投与群マウスの対照群マウス（滅
菌生理食塩水投与群）に対する腫瘍重量の比（腫瘍重量比）、あるいは平均生存日数の比（T／Ｏ）で評
価した。また本菌体の抗腫瘍活性を免疫学的見地から検討した。得られた結果は以下のごとくである。
(1)Ｐ・acnesKT-28株の玉井・福田培地48時間培養ホルマリン処理死菌標品は、サルコーマ180細
胞、エールリッヒ腹水癌細胞およびメスＡ細胞の固型瞳瘍に対して腫癌重量比で19.2-34.0％、Ｔ／Cにお
いては128.1-137.4％以上を示し、著しい抗腫瘍活性を示した。(2)玉井・福田培地48時間培養菌液から
得られた菌体を超音波処理により破壊し、遠心上漬と遠心沈澄（超音波沈澄）に分けそれぞれの抗腫瘍活
性を検討した結果、超音波沈遭に抗腫瘍活性が認められた。特に沈遭濃度が３９／70,1の時、腫瘍重量比
は17.8-28.3％、またT／Cは133.0-147.7％以上であり強い抗腫瘍活性が認められた。(3)超音波沈澄を
蛋白分解酵素で処理した標品（蛋白分解酵素処理超音波沈澄標品）では抗腫瘍性が向上し（腫瘍重量比、
207-26.2％；Ｔ／0,127.6-146.2％以上)、サルコーマ180細胞、およびエールリッヒ腹水癌細胞に腫瘍
の完全治癒をみとめるものもみられた。また、ホルマリン処理死菌、超音波沈澄に存在していた全身衰弱、
熱感などの副作用が軽減した。(4)さらに蛋白分解酵素処理超音波沈壇標品に対し脱脂質処理を行ったが、
抗腫瘍活性の増強は認められなかった。(5)蛋白分解酵素処理超音波沈遭標品をメスＡ細胞担癌マウスに
投与するとLyt2陽性Ｔ細胞の有意な上昇が認められた。(6)病理組織学的に検討した結果、蛋白分解酵
素処理超音波沈澄標品投与群では実質辺縁の間質で、Ｌｙｔ２陽性Ｔ細胞、Ｌ３Ｔ４陽性Ｔ細胞を主とする
多数のリンパ球の浸潤が認められた。
以上の結果、口腔内歯石分離菌株であるP・acnesKT-28株は、強い抗腫瘍活性を有していることが
分った。また、本抗腫瘍活性の本態は細胞壁ペプチドグリカンであり、本活性には免疫系が関与している
ことが示唆された。
以上、本研究は、口腔内常在菌の１つであるＰ・acnesの抗腫瘍活性を明らかにしたものであり、口腔
細菌学、腫瘍学に寄与する有為な論文と評価された。
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